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※事務局記入欄 

№ D-91 

【様式２】 

部門名： 

校内研修 

エントリー名： 

向日市立第 3向陽小学校 

活動名： 新しい時代の戦略的 OJT 
     メンターシップによる学校の活性化 

解決すべき課題： 

知識基盤社会、グローバル化、Society5.0 といわれる「新しい時代」、答えが与えられる時代ではなく自分が
答えを見つけ出す時代において新しい時代のOJTが必要である。また、人材育成の課題〔資料１〕に示したと
おり、学校において「人材育成」は必須であるにもかかわらず、暗黙知であり、言語化されていないのが実情であ
る。そこで、校務分掌に人材育成を明記しメンターシップを基盤としたＯＪＴに取り組み課題解決を試みた。 
 

目標・方針： 

メンターシップの 3 つの力「省察力」「コーチング力」「ファシリテーション力」〔資料 2〕を基盤にした全員参加の
「One Team」の「新しい時代の戦略的ＯＪＴ」に取り組むことにより、学校が活性化するのではないか。 
ＯＪＴに取り組む→ 学校で教職員が育つ→ 教職員が貢献感・やりがいを持つ→ 教職員のモチベーショ
ンアップ→ 日常におけるワイガヤ的な学びの発生→ 学ぶ組織としての学校の活性化 

活動内容：  

１ 集団教育による教師力向上の取組（技術の伝承）…人材育成を校務分掌に位置づけ、「ファシリテー
ション力」を基盤とした全教職員が関わる「ＯＪＴ研修会」の企画・運営・実施〔資料 3〕 
２ 個別教育による教師力向上の取組（省察的実践の促進）…「コーチング力」〔資料４〕を基盤としたイ
ンタビュー形式の実践の振り返り支援や、コルトハーヘン氏の「ＡＬＡＣＴモデル」〔資料 5〕を活用した「省察
力」を基盤としたメタ認知を促す個別の支援 

活動の成果：  

〇全員参加のＯＪＴに取り組むことにより日常的に学ぶ雰囲気が高まってきた。ＯＪＴ研修会でそれぞれの
得意分野を知ることにより「国語は〇〇先生に聞こう。」「道徳は…」など学年の枠を超えて学ぶ組織になってき
た。 
〇「ＯＪＴ研修会」では、「学ぶ側」は「新しい知識」を得ることができた。また「学びを支える側」は、研修を実
施することで「貢献感」を得ることができた。このように双方が「Ｗｉｎ-Ｗｉｎの関係」を築くことができ、同僚性
を高めるひとつの方策となった。 
〇「コーチング力」や「省察力」を基盤として対象者の省察を支援することで、対象者が自ら持っている資源や
日々の成長に気づくことができた。また、「教える」「教えられる」という縦の関係でなく、メンターシップを発揮した
横の関係で接することで対象者のやる気、自発的な行動、能力を引き出すことができた。 
〇「ＯＪＴ」に取り組んだ波及効果として教職員のコミュニケーションの総量が増え、ワイガヤ的な学びが随所
で発生した。 

※参加者の声は〔資料 6〕記載 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

〇全教職員が自己選択・自己決定でＯＪＴに関わることで教職員の「貢献感」や「やりがい」がアップ！ 
〇「One Team」で「OJT」に取り組むことでワイガヤ的な学びを促進し、日常的に学ぶ雰囲気を創出！ 
〇大学等外部ソースを活用し、入れ子構造のメンターシステムを構築することで持続可能なOJT に！ 
 

 

 


